
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め

て
い
く
考
え
は
。

危
機
管
理
監

平
成

年

度
か
ら
災
害
用
備
蓄
倉
庫
を

計
画
的
に
整
備
す
る
中
で
、

高
齢
者
や
女
性
に
配
慮
し
た

備
蓄
品
を
備
蓄
し
て
い
る
。

今
後
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
種

類
等
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長
職
務
代
理
者

洋

式
ト
イ
レ
の
改
修
は
、
修
繕

の
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次

計
画
的
に
改
修
し
、
体
育
館

に
お
い
て
も
避
難
所
に
な
る

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
改
修

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

大
き
な
災
害
に
は
自
治

体
間
の
自
主
的
横
断
的
支
援

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
災

害
時
相
互
応
援
協
定

を
含

め
た
他
の
自
治
体
と
の
連
携

強
化
に
努
め
る
べ
き
。

危
機
管
理
監

相
互
応
援

を
想
定
し
た
都
市
間
交
流
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
地
震
・
災
害
等
の
体
系

の
違
い
を
前
提
と
し
た
候
補

地
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

改
正

法
人
等
へ

の
寄
附
に
伴
う
税
制
の
優
遇

措
置
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
民
部
長

地
方
税
法
を

改
正
す
る
法
律
が
交
付
さ
れ
、

条
例
で
指
定
す
れ
ば
寄
附
金

控
徐
と
し
て
、
個
人
住
民
税

が
減
額
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
条
例

に
も
と
づ
く
指
定
は
行
わ
ず
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
２
次
一
括
法
等
に
お

防
災
拠
点
と
し
て
学
校

の
役
割
の
観
点
か
ら
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
、
女
性
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
と
ま
た
、
小

中
学
校
体
育
館
な
ど
学
校
内

け
る
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲

の
対
応
と
計
画
を
問
う
。

総
務
部
長

京
都
府
か
ら

円
滑
な
引
き
継
ぎ
が
で
き
る

よ
う
説
明
会
や
研
修
会
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

全
庁
あ
げ
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

京
都
府
が
計
画
し
て
い

る
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム
に
本
市

が
公
募
参
加
す
る
姿
勢
を
示

し
た
が
誘
致
す
る
目
的
及
び
、

経
済
効
果
の
見
通
し
は
。

市
長

発
展
の
新
た
な
イ

ン
パ
ク
ト
に
な
り
得
る
と
い

う
こ
と
で
、
庁
内
に
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、

公
募
参
加
の
最
終
的
な
結
論

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

校舎の新築工事等が行われている
田辺中学校

京
阪
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
直

バ
ス
は
、
多
く
の

市
民
が
利
用
さ
れ
好
評
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
枚
方
市
の
大

阪
国
際
大
学
へ
は
一
日

便

往
復
し
、
多
く
の
学
生
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
市
役

所
ま
で
来
て
い
る
直

バ
ス

を
、
距
離
に
し
て
あ
と
１

、

同
志
社
大
学
へ
伸
ば
す
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
学
生
、
教

職
員
が
恩
恵
を
受
け
る
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

松
井
山
手
駅
か
ら
市
役
所

ま
で
の
区
間
は
、
車
庫
へ
の

入
庫
の
際
に
新
設
さ
れ
た
。

京
阪
か
ら
は
、
こ
の
路
線
の

延
伸
は
困
難
と
聞
い
て
い
る
。

第
二
京
阪
京
田
辺
パ
ー

キ
ン
グ
乗
降
客
向
け
に
準
幹

線
沿
い
に
、
一
般
バ
ス
の
停

留
所
を
設
け
る
べ
き
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

平
成

年
４
月
、
新
し
い

停
留
所
の
新
設
に
向
け
、
警

察
等
関
係
機
関
と
協
議
中
で

あ
る
。

松
井
山
手
駅
の
改

札
口
が
、
狭
く
限
界
に
き
て

い
る
。
拡
充
を
望
む
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

西
日
本
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
は
、
増
設
計

画
は
な
い
。

京
都
市
で
計
画
さ
れ
て

い
る
市
民
後
見
人
の
養
成

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
、
親
族
に
よ

る
成
年
後
見
が
困
難
な
ケ
ー

ス
が
増
え
る
。
し
か
し
、
現

時
点
で
は
、
市
単
独
で
は
な

く
広
域
的
な
対
応
を
期
待
し

て
い
る
。

留
守
家
庭
児
童
会
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
と

そ
の
結
果
は
。
ま
た
、
危
険

遊
具
撤
去
の
代
替
措
置
は
。

教
育
長
職
務
代
理
者

保

護
者
の
就
労
等
の
現
状
と

年
度
の
入
級
希
望
調
査
を
行

っ
た
。

名
中
、
長
期
休
暇

中
希
望
が

名
、
平
日
希
望

が

名
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、

長
期
休
暇
中
の
課
題
に
つ
い

て
整
理
し
た
い
。

年
の
夏

休
み
か
ら
実
施
の
確
約
は
で

き
な
い
が
、
努
力
し
た
い
。

代
替
遊
具
に
つ
い
て
は
、
低

鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

う
ん
て
い
、
登
り
棒
、
ブ
ラ

ン
コ
等
の
６
種
類
を
予
定
し

て
い
る
。

年
度
中
に
設
置

す
る
。

直 便を待つために大勢の
乗客が並ぶ松井山手駅

校
か
ら
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長

太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

新
築
や
改
築
を
機
会
に
導
入

を
図
っ
て
き
た
が
、
引
き
続

き
可
能
な
限
り
導
入
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
小
中
学
校

等
の
校
舎
の
新
増
築
に
際
し

て
は
、
可
能
な
範
囲
で
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

府
営
水
道
に
つ
い
て
市

の
認
識
を
問
う
。

府
営
水

と
自
己
水
の
二
源
水
確
保
が

安
定
し
た
水
供
給
で
あ
る
と

考
え
る
。

基
本
水
量
の
料

金
単
価
を
引
き
下
げ
れ
ば
、

さ
ら
に
市
の
水
道
料
金
が
引

き
下
げ
で
き
る
と
考
え
る
。

水
道
事
業
管
理
者
職
務
代

理
者

府
営
水
と
自
己
水

の
二
源
水
確
保
が
安
定
し
た

水
供
給
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

料
金
単
価
に
つ
い
て

は
、
府
に
対
し
て
は
さ
ら
な

る
経
営
改
善
等
に
よ
る
値
下

げ
が
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
き
た
い
。

突
然
の
府
総
合
球
技
場

誘
致
発
言
は
大
き
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
。
第
３
次
総

合
計
画
、
同
実
施
計
画
の
ど

こ
に
も
計
画
が
な
く
場
当
た

り
主
義
的
対
応
で
あ
る
。
ま

た
、
財
源
等
誘
致
に
係
る
財

政
計
画
も
問
題
で
あ
り
、
誘

致
表
明
を
撤
回
す
べ
き
と
考

え
る
。

市
長

京
都
府
か
ら
専
用

球
技
場
の
新
設
に
向
け
候
補

地
の
公
募
が
あ
っ
た
。
府
に

調
査
票
を
出
す
、
出
さ
な
い

の
最
終
的
な
結
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
財
源
に
つ
い
て

は
早
急
に
検
討
す
る
。

震
災
が
れ
き
処
理
に
つ

い
て
、
枚
方
市
は
受
け
入
れ

を
表
明
し
て
い
る
が
、
放
射

能
汚
染
の
拡
散
に
つ
な
が
る
。

枚
方
市
東
部
（
第
二
）
清
掃

工
場
か
ら
６

圏
内
に
京
田

辺
市
全
域
が
入
り
、
影
響
を

う
け
る
。
市
長
が
枚
方
市
に

対
し
て
明
確
な
意
見
表
明
を

す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長

私
も
枚
方
市
に
は

申
し
入
れ
に
行
っ
た
り
、
協

議
な
り
、
情
報
収
集
等
を
し

な
が
ら
、
話
を
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。

市
で
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
は
、
太
陽
光
発
電

が
有
効
と
答
弁
さ
れ
て
き
た
。

市
が
、
啓
発
的
効
果
の
観
点

か
ら
、
公
共
施
設
や
小
中
学

枚方市東部（第二）清掃工場

普
賢
寺
地
域
に
お
け
る

公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

タ
イ
ア
ッ
プ
を
図
り

普

賢
寺
の
建
物
を
有
効
活
用
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
開
始
や
消
防

出
張
所
の
設
置
を
提
案
す
る
。

市
民
部
長

普
賢
寺

の
活
用
は
、
今
後
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

消
防
長

三
山
木
・
普
賢

寺
地
域
を
南
部
エ
リ
ア
と
し
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
。
６
月
議
会
時
に
質

問
し
た
が
、
つ
つ
き
の
郷
向

か
い
の
池
を
利
用
し
、
公
有

地
の
有
効
活
用
と
し
て
南
部

住
民
セ
ン
タ
ー
の
建
築
計
画

場
所
と
し
て
提
案
す
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

ど

の
よ
う
な
施
設
が
必
要
か
開

発
状
況
・
財
政
状
況
・
配
置

計
画
等
を
見
通
し
の
中
で
改

め
て
検
討
を
進
め
た
い
。

教
育
問
題
に
つ
い
て
。

中
学
校
の
１
学
期
に
お
け
る

定
期
考
査
に
つ
い
て
田
辺
中

学
校
に
お
い
て
、

平
成

年
度
よ
り
元
通
り
に
回
復
す

る

と
学
校
長
か
ら
の
返
答

情
報
を
頂
い
た
。

会

員
方
々
の
署
名
運
動
、
生
徒

た
ち
の
強
い
要
望
も
あ
っ
た
。

大
住
中
学
校
は
、

年
度
の

予
定
で
定
期
考
査
を
元
ど
お

り
に
戻
す
予
定
と
の
情
報
も

頂
い
た
が
間
違
い
な
い
か
。

教
育
長
職
務
代
理
者

田

辺
中
学
校
は
、

年
度
か
ら

実
施
す
る
事
が
決
定
さ
れ
報

告
も
受
け
た
。
大
住
中
学
校

は
学
校
で
年
間
計
画
を
策
定

さ
れ
る
と
思
う
の
で
教
育
委

員
会
と
し
て
、
そ
の
確
認
は

し
て
い
き
た
い
。

椋
鳥
問
題
に
つ
い
て
。

椋
鳥
対
策
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
の
で
要
請
し
た
薬
剤

（

）
を
試
験
使
用

し
除
去
で
き
る
結
果
で
あ
れ

ば
使
用
し
て
い
く
べ
き
。

経
済
環
境
部
長

ふ
ん
害

が
あ
る
が
電
線
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
、
関
電
に
お
願
い

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

三
山
木
地
区
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
に
あ
る

農
業
用
施
設
に
つ
い
て
。
区

画
整
理
事
業
地
内
に
あ
る
農

業
用
施
設
は
今
後
も
、
こ
の

場
所
で
よ
い
の
か
。

経
済
環
境
部
長

現
に
利

用
さ
れ
て
い
る
の
で
移
転
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

平成 年度から定期考査が
５回実施される田辺中学校

河

本

隆

志

議
員
（
民
主
党
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

上

田

毅

議
員
（
無
会
派
）

鈴

木

康

夫

議
員
（
一
新
会
）

年（平成 年） 月 日


